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宇

能

鴻

一

郎

は

北

海

道

に

生

ま

れ

、

昭

和

三

十

六

年

、

『

鯨

神

』

で

第

四

十

六

回

芥

川

賞

を

受

賞

し

た

。

以

後

作

家

生

活

に

入

り

、

性

風

俗

も

の

で

流

行

作

家

と

な

っ

た

が

、

昭

和

四

十

七

年

以

降

は

嵯

峨

島

昭

の

筆

名

で

推

理

小

説

を

書

い

た

。 

『

鯨

神

』

は

、

鯨

捕

り

で

生

計

を

立

て

て

い

た

「

肥

前

平

戸

島

和

田

浦

」

を

舞

台

に

、

鯨

神

と

恐

れ

ら

れ

た

巨

鯨

と

格

闘

し

た

、

海

に

生

き

る

勇

壮

な

男

た

ち

の

生

と

死

の

物

語

で

あ

る

。 

江

戸

時

代

の

平

戸

、

生

月

の

捕

鯨

は

日

本

捕

鯨

史

上

大

き

な

位

置

を

占

め

た

。

「

勇

魚

捕

り

」

は

「

絵

詞

」

に

も

描

か

れ

て

お

り

、

出

漁

前

に

唄

わ

れ

た

勇

魚

捕

唄

は

、

現

在

も

無

形

文

化

財

と

し

て

継

承

さ

れ

て

い

る

。

 

平

成

七

年

、

生

月

大

橋

近

く

に

開

館

し

た

生

月

町

博

物

館

「

島

の

館

」

に

は

、

当

時

の

漁

具

等

も

展

示

さ

れ

て

い

る

。

館

の

前

に

は

、

昭

和

初

期

ま

で

鯨

が

泳

い

で

い

た

と

い

う

平

戸

瀬

戸

を

背

景

に

し

て

鯨

の

モ

ニ

ュ

メ

ン

ト

が

建

っ

て

い

る

。

 

『

鯨

神

』

は

勝

新

太

郎

主

演

で

映

画

化

さ

れ

た

。

 


